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7 月 3 日に体育館で先輩の話を聞く会が行われました。今年は 10 人もの先輩方に来てい

ただき，進路決定で大切にしたことや勉強のこと，実際の高校生活のことなど，貴重なお話

を聞くことができました。また，社会人の方からは中学時代に夢もなく，勉強も苦手だった

自分がどのように今の仕事につながったのか，とても大切なことを伝えてくれました。 

 

それぞれの先輩が，それぞれの思いを持って進路に向かっていったことがよくわかるお話

でした。そして，中学時代の頑張りが今の充実した高校生活につながっていることが，よく

伝わってきました。今回のお話を自分の進路にぜひ，役立ててください。 

 

さて，先輩の話を聞く会では，各クラスで事前に出してもらった質問の中で，特に多かっ

たものを優先して議員のみなさんに代表して質問してもらいました。しかし，時間の都合で

すべての質問をすることができませんでした。 

そこで，先輩の話を聞く会が終わったあと，できなかった質問にも先輩たちが一部答えて

くれましたので，この進路通信に回答を掲載します（重複する質問もあります）。 

 

今回来てくださった先輩の高校など 

《私立高校》 

 ●大阪成蹊女子高校 ●宣真高校 ●関西学院高校（兵庫県） 

《公立高校》 

●桜和高校 ●桜塚高校 ●都島工業高校 ●北野高校 ●港南造形高校 ●池田高校 

《社会人の方》 

 

質問と回答 

（１）受験勉強について 

Ｑ．受験に向けて，勉強方法で大切なことを教えてください。 

  ・勉強にフライングはないから早く始める。 ・しんどいときは休むこと。 

  ・解き直しが大事。 ・赤本を絶対解く！  

 

 

 Q．平日，休日の勉強時間はどれぐらいでしたか。 

  ・平日３時間，休日７時間。 ・平日は１～２時間，休日は２～３時間です。 

  ・12 月：平１～２時間，休３～５時間 １月以降：平１～４時間，休８～12 時間 

 

 Q．夏休みにするべきことはありますか。 

  ・絶対に部屋を片付けてください。 ・数学，数学，数学！！！ 

  ・ちょっとの時間でも勉強すること！ 

 

（２）進路選択や入試について 

 Q．高校の決め手，選ぶ上で大切にしたことは何ですか。 

  ・やりたいことや学力も大事だけど，日常生活が快適に送れそうかも大事。 

  ・自分の将来の夢が叶う場所を選びました。 

 

 Q．学校見学は行ってよかったですか。 

  ・行った方がいい。 ・行ってよかったです。 

  ・オープンスクールも行くといいけど，文化祭に行くと生徒たちがつくり上げてるから 

本当の雰囲気がわかる。高校のインスタも参考に。 

 

 Q．受験当日はどんな感じでしたか。 

  ・みんな緊張してたからハラハラした感じでした。 

  ・１教科目が始まる２時間以上は前に起きて，時間に余裕を持って行くのがおすすめ。 

 

（３）高校生活について 

 Q．高校の授業スピードはどうですか？早いですか？ 

  ・宣真：結構ゆっくりやってくれています。 

 

 Q．高校と中学のテストの違いは何ですか。 

  ・赤点とか青点があります。 ・10 教科ぐらいになり，勉強が大変です。 

 

 Q．土曜の授業について教えてください。 

  ・大阪成蹊女子：スポーツコースの１年生は，総合，SLS２時間です。 

   ※SLS…スポーツライフスタイル 

 

 Q．課題の量はどれぐらいですか。 

  ・港南造形：特に造形系の課題が大変。 

裏へつづく 

 



 Q．新しい生活に慣れるまでにかかった時間はどれくらいですか。 

  ・４月中は結構しんどかったです。１ヶ月くらいかかりました。 

 

Q．どんな行事がありますか。 

 ・池田高校：体育祭や文化祭（承風祭）。 

 ・港南造形高校：高校展，文芸祭という展示会がある。 

 ・行事は中学校とあまり変わらないけど，内容が変わってきて，体育祭で T シャツを作 

ったり，自分たちで動画を撮ったりできます。 

 

Q．女子校には怖いイメージがあります。実際はどうですか。 

  ・全然怖くないです！みんな優しくてあたたかいです。 

  ・女子校は自分も怖いイメージあったけど，クラスめっちゃ仲良いし，行事に熱心。 

 

 Q．高校の良い所を教えてください。 

  ・行動の範囲が広がること。 ・学校行事がめっちゃ盛り上がれるところ！ 

 

以下，桜和高校の先輩より 

桜和高校の良い所はコミュニケーション能力が身につくところだと思います。コミュニ

ケーション能力は必要なことなので，大学に入る前に身につけられるのはとてもいいこと

だと思います。 

 

高校では探究という新しい教科が増えるのですが，そこでは最近までビブリオバトルを

していました。社会人の先輩も言っていた通り，発表する力，話す力だけでなく，どうや

ったら相手が気持ち良く発表できるのかなど，聞き方についてもたくさん考えました。 

学年が上がると，もっと色々なこともするので楽しみです。 

 

桜和高校は割と新しい学校なので，校舎もトイレもとてもキレイです。 

 

最後に，社会人の先輩からの原稿を載せておきます。 

 

みなさんこんにちは，2018 年の 4 中の卒業生です。社会人2 年目になります。 

 

私は普段営業という業種で大阪の会社で働いています。ですが、私が皆さんと同じ中学

生の頃から、「将来はこの会社で営業の仕事がしたい」と思っていたわけではありません。 

むしろ、当時の私はとにかく勉強が苦手で、将来やりたいことだったり、行きたい高校も

なく、とりあえず何となく毎日を過ごしているというような中学生でした。 

 

そんな私に転機が訪れたのは、中学 3 年生の夏休みです。テレビで、甲子園を見ていた 

とき、選手を支える野球部のマネージャーの姿に憧れ、私も甲子園に出て、野球部員たち

を支えたい、そんな高校生活を送りたいと思いました。 

 

その夢をきっかけに、野球の強豪校を目指して、夏休み明けからというスタートは少し

みんなより遅かったのですが、勉強を始め、無事に県外の高校へ進学できました。 

 

そして県外の高校だったので、必然的に親元を離れて、寮生活が始まりました。 

実際には高校では野球部のマネージャーではなく、ダンス部に入部しましたが、寮生活や

部活動を通して、自分で考えて行動すること、人と協力すること、そして新しい環境に飛

び込む勇気を学ぶことができました。 

 

当時、思い描いていた未来とは少し違う道になりましたが、その経験や、出会いの一つ

ひとつが、今の私につながっています。 

 

先程の話と繋がりますが現在、私は営業のお仕事をしています。毎日たくさんのお客様

とお話しし、一人ひとりにとって何が必要なのか、将来のお金や資産運用について一緒に

考えるお仕事です。 

 

営業というと、話すのが上手な人が向いているというイメージを持つ人もいるかもしれ

ません。しかし実際は、相手の話をしっかり聞き、その人に寄り添うことが何より大切に

なってきます。高校時代にたくさんの人と関わり、相手の立場になって考えることや、周

りと協力することを学んだからこそ、今の仕事でもお客様との信頼関係を築くことができ

ていると感じています。 

 

なので今日、皆さんに一番伝えたいことがあります。それは、今、将来の夢が決まって

いなくても焦る必要はないんだということです。私自身、中学生の頃は夢もなく、勉強も

苦手で、将来がまったく見えていませんでした。でも、一つのきっかけで目標ができ、そ

の経験を積み重ねてきたことで、今の仕事につながっていると感じています。 

 

だから、皆さんも焦らなくて大丈夫です。今、少し面白そう、やってみたいと思うこと

があれば、ぜひ挑戦してみてください。その挑戦が成功するかどうかよりも、挑戦した経

験そのものが、皆さんの未来の選択肢を増やしてくれます。 

 

皆さんにはこれからたくさんの可能性がありますし、何にでもなれます。ぜひいろいろ

なことに挑戦して、自分らしい未来を見つけていってください。 

先輩方，テスト期間中やお仕事で忙しい中，本当にありがとうございました！ 


